
専
科
動
法
講
座
「
書
法
考
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
び
、
京
都
・
御
室
稽
古
場
に
て
専
科
動
法
講
座
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
題
目
は
「
書
法
考
」。
当

講
座
は
文
字
／
言
葉
を
「
書
く
こ
と
」
に
つ
い
て
の
稽
古
─
─
身
の
理
を
通
じ
て
現
れ
る
新
た
な
書
法
の
開
拓
を
試
み

る
場
と
し
て
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
複
数
の
稽
古
種
目
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

書
法
の
創
造
を
試
み
ま
す
。

　「
書
く
こ
と
」
の
う
ち
、ま
ず
は
筆
、墨
、和
紙
を
用
い
た
書
法
の
追
究
と
し
て
、最
初
に
取
り
上
げ
る
稽
古
種
目
は
「
巻

紙
」（
長
い
和
紙
を
横
長
に
継
ぎ
合
わ
せ
て
巻
物
状
に
し
た
も
の
）。
片
方
の
手
で
巻
紙
を
、
も
う
片
方
の
手
で
筆
を
持

つ
─
─
こ
の
型
・
式
は
、
古
来
日
本
に
お
い
て
手
紙
な
ど
、
長
い
文
章
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
書
く
際
に
親
し
ま

れ
て
き
た
文
化
の
型
／
書
法
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
動
法
的
観
点
か
ら
こ
れ
を
語
る
な
ら
ば
、
紙
を
、
机
や
床
あ
る
い

は
毛
氈
の
上
に
置
か
ず
、
手
で
持
っ
た
紙
に
書
い
て
い
く
こ
と
で
、
紙
と
文
字
が
「
ふ
れ
る
」
／
「
ふ
れ
ら
れ
る
」
の

間
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
感
覚
が
掴
み
や
す
く
、
ま
た
文
鎮
や
床
と
い
っ
た
固
定
的
存
在
が
な
く
な
る
こ
と
は

不
定
位
性
の
強
調
に
も
繋
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
墨
が
「
染
み
込
ん
で
い
く
」、
筆
が
「
走
る
／

歩
む
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
動
き
が
、
一
つ
の
接
触
経
験
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
よ
り
肌
で
感
じ
取
り

や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
書
法
考
の
最
初
の
種
目
と
し
て
巻
紙
を
取
り
上
げ
た
次
第
で
す
。

　
当
講
座
は
、新
た
な
書
法
を
共
に
研
究
す
る
場
で
す
。
教
え
る
／
教
え
ら
れ
る
と
い
う
関
係
か
ら
、共
に
考
え
て
い
き
、

共
に
創
り
上
げ
て
い
く
一
つ
の
「
座
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
開
催
概
要

日
時
：
二
〇
二
六
年
七
月
二
五
日
（
土
）　
一
〇
時
〜
一
三
時

会
場
：
御
室
稽
古
場
（
京
都
市
右
京
区
宇
多
野
福
王
子
町
五
〇
─
二
八
）

担
当
：
野
口
順
哉
（
技
術
研
究
員
）
／
　
金
野
雅
美
（
動
法
教
授
者
）

会
費
：
三
〇
〇
〇
円

条
件
：
晴
風
学
舎
の
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

種
目
：
巻
紙

道
具
：
筆
ペ
ン
（
お
持
ち
の
方
は
筆
・
硯
・
墨
・
半
紙
も
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
稽
古
前
半
で
は
あ
え
て
全
員
筆
ペ
ン
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
後
半
に
扱
う
筆
・
硯
・
墨
は
実
習
に
よ
っ
て
は
二
人
一
組
で

共
用
し
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
貸
出
し
ま
す
。

予
約
：〈
メ
ー
ル
〉　noguchijunya@

gm
ail.com

　
　
　〈
電
　
話
〉　
〇
九
〇
─
七
四
〇
〇
─
六
二
三
九




